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福岡県の地下水温について 

 

有田明人・松本源生・石橋融子・馬場義輝 

 

福岡県では地下水概況調査を毎年実施している。平成16年度から平成24年度まで水温測定を行った

結果をまとめた。全351件の地下水の水温測定結果は、17.0～19.0℃の範囲にほぼ半数の168件あり、

平均水温は18.3℃であった。また地域ごと(福岡、北九州、筑豊、筑後)に分割して、測定結果と気象

観測所の年平均気温と比較すると、水温は1.0～2.0℃高い値を示した。 

 

［キーワード：地下水］ 

 

1 はじめに 

 福岡県では水質測定計画に基づいて、県内の地下水概況

調査を行い、水温測定等を行っている。水温は性状の一つ

であり、地域差はあるが、一般的に地中0.5ｍで日変化が

なくなり、10ｍ付近で季節変化がなくなり、地中10～15

ｍには外界の影響によらず水温が一定になり始める恒温

層上限があることが知られている１）２） 。また岡谷らの調

査によると同一井戸での鉛直分布を調べた結果、恒温層上

限より深ければ、温度は一定かつ深度が増すごとに水温が

上昇することが確認されている3)。 

今回、平成16～24年度の9年分の水温測定データ351件か

ら水温分布状況をまとめたので、報告する。 

 

2 調査方法 

2.1 調査地点及び調査日 

 水温測定の調査地点は水質測定計画に基づく地下水概

況調査に合わせて行った。地下水概況調査は図1に示すよ

うに福岡県を10ｋｍ四方の70の区域に分割する。(1区域の

み20ｋｍ四方)個々の区画を4分割し、4年で1サイクルする

ように調査している。採水は、平成16年5月18日、20日、

平成17年5月23日、24日、平成18年5月17日、18日、平成19

年6月13日、14日、平成20年6月17～19日、平成21年6月23

日､24日、平成22年6月7日、15日平成23年6月7日、14日、

平成24年6月5日、12日、13日に行った。 

 

 

 

 

 

 

 
図1 地下水概況調査のメッシュ区分 

 

2.2 測定方法 

 地下水温の測定は、井戸揚水管内に滞留している水を排

除するため 5分間流水した後、水温が安定するのを目安と

した。水温測定には、飯島電子製 ID-100 型(水温測定精

度：±0.3℃)または飯島電子製 F-102 型(水温測定精度：

±0.2℃)の溶存酸素計を用いて行った。なお井戸の水深に

ついては聞き取りで行った。 

 

3 結果 

3.1 水温分布 

9年分の測定データ結果を図 2に示した。この結果、351

件の測定データの分布はほぼ正規分布を示し、測定件数の

ほぼ半数に当たる 168 件が 17.0～19.0℃の温度範囲にあ

った。さらに少し温度範囲を拡げた 16.0～20.0℃の区間

にほぼ 8割の測定件数の 277件があった。全 351件の測定

データの最大、最小、平均はそれぞれ 26.9、13.3、18.3℃

であった。 
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      図2 地下水の水温分布 
 

3.2 地域特性及び気温との関係 

福岡県を地域ごと(福岡、北九州、筑豊、筑後)に分けて

水温の最高、最低、平均を表 1に示す。 

 

表１ 地域ごとの水温測定結果 

地  域  最高(℃)  最低(℃)  平均(℃) 

福  岡 23.3 14.8 18.4 

北 九 州 22.7 15.1 18.1 

筑  豊 26.9 14.0 17.7 

筑  後 23.0 13.3 18.8 

全  体 26.9 13.3 18.3 

 

この結果、地域ごとの平均値は17.7～18.8℃となり、最も

高い筑後地区では最小の筑豊地区と比べて1.1℃の違いが

あった。 

それぞれの地域ごとの気象観測点を表2のように選定し、

各地点の平成16～24年度期間中の年平均気温の最大、最小、

平均値を示す。 

この表1と表2のそれぞれの平均値を比較すると、水温は

1.0～2.0℃高い値を示し、一般的な傾向である地下水温が

平均気温より高くなることと同様な傾向が確認された。 

 

表2 平成16～24年度の各気象観測点の年平均気温 

地 域 気象観測点

(地点名) 

最大

(℃) 

 最小

(℃) 

 平均

(℃) 

福 岡 福 岡 18.0 17.0 17.4 

北九州 八 幡 17.1 16.2 16.6 

筑 豊 飯 塚 16.5 15.3 15.9 

筑 後 久留米 17.4 16.4 16.8 

 

 

 

3.3 深度との相関 

 恒温層上限より浅い井戸では、水温の変動幅が大きく気

温の影響を受ける 3）。ここでは恒温槽上限を 15ｍと仮定し

て検討した。全 351 井戸の中で深度が不明である 52 井戸

ならびに 15ｍ未満の 101 井戸を除いた 198 井戸について

深さと水温の関係を図 3に示す。一般的に深さが 100ｍ深

くなると水温は 2～3 度上昇するとされているが 2)、今回

の測定結果では、横ばい傾向であった。これは同一井戸の

調査結果ではなく、標高や平均気温などの異なる様々な条

件の井戸の集約結果であるためと考えられる。 
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図 3 井戸の深さと水温の関係 

 

4 まとめ 

 地下水概況調査で実施した 351 件の水温測定の結果、

17.0～19.0℃の間にほぼ半数の 168件あり、少し区間を広

げた 16.0～20.0℃の間でほぼ 8 割の 277 件あり、平均は

18.3℃であった。県内地下水の水温の大まかな状況が把握

できた。 
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